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淀川水系寝屋川ブロック河川整備計画（変更原案）の修正内容一覧　※着色部は説明会等の意見反映
	本編
	参考

資料
	本文

図表
	変更内容
	変　更　前
	変　更　後
	変更理由

	P11
	P25
	図表
	表1.2　（参考資料　表1.8）

・平成23年8月27日　床上浸水戸数訂正
	床上89戸
	床上9389戸
	浸水戸数の確定

	―
	P26
	図表
	表1.9

・遊水地表タイトル誤字訂正

・寝屋川南部地下河川の貯留実績年月日訂正
	■完成した遊水池の貯留実績
最大貯留量を記録した年月日　H23.11.19
	■完成した遊水地池の貯留実績
最大貯留量を記録した年月日　H23.8.27H23.11.19
	文字及び日付の誤記訂正

	P12
	P27
	本文
	１）水質
・誤記訂正
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふるかわ),古川)浄化導水路によるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふるかわ),古川)から寝屋川への最大3 m3/sの浄化用水１３の導入
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふるかわ),古川)浄化導水路による寝屋川からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふるかわ),古川)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふるかわ),古川)から寝屋川への最大3 m3/sの浄化用水１３の導入
	住民意見を踏まえ、誤記訂正

	P12

P13
	P27
	本文
	１）水質

・文章訂正
	多様な水質改善への取り組みを実施した結果、寝屋川流域ではほとんどの地点で目標の環境基準を満足するまでに至っています。
しかし、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おん),恩)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ち),智)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がわ),川)やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひら),平)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のがわ),野川)の中流部などでは目標の環境基準（BOD値8㎎/l未満）を満たしていない地点もあることや、・・・
	多様な水質改善への取り組みを実施した結果、寝屋川流域ではほとんどの地点で目標の環境基準（BOD75%値）を満足するまでに至っています。
しかし、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おん),恩)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ち),智)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がわ),川)やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひら),平)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のがわ),野川)の中流部などでは目標の環境基準（Ｄ類型：BOD75%値8㎎/l未満）を満たしていない地点もあることや、・・・（略）
	住民意見を踏まえ、正確な記載に修正

	P12
	P27
	注釈
	注釈

・BOD75%を補足する説明追加
図1.35

・説明文に対応した図追加


	
	BOD75%値は、年間を通じて4分の3（75%）を占める水質を示すもので、環境基準値と比較し、この値が環境基準以下の場合に、環境基準に適合していると評価します。

　例えば、毎月１回測定している場合、１年間の12個のデータのうち水質の良い方から9番目のデータが75%値となります。
	住民意見を踏まえ、正確な記載に修正したことに伴う注釈の追加

	P15
	P34
	本文
	第３節

・本文の時点修正
	ソフト施策としては、「洪水リスク表示図」の作成・公表などにより、地域住民の防災意識を高め、
	ソフト施策としては、「洪水リスク表示図」の作成・公表周知・共有などにより、地域住民の防災意識を高め、
	洪水リスク図の開示に伴う修正

	―
	P53
	図表
	図1.73　表1.24
・寝屋川流域水環境改善計画の（仮称）を削除
	（仮称）寝屋川流域水環境改善計画
	（仮称）寝屋川流域水環境改善計画
	寝屋川流域水環境改善計画の策定に伴う修正

	P18
	P54
	本文
	①上流域

・多自然川づくりに関する文献等を参考とする旨等を追記

	親水性を持たせても支障が無い区間について河川施設の有効利用による親水空間の創出を図るとともに、水辺の生物などに優しい生態系に配慮した川づくりに努めます。
	親水性を持たせても支障が無い区間について河川施設の有効利用による周辺地域や河川の特性に応じて親水空間の創出を図るとともに、多自然川づくりに関する文献等を参考として水辺の生物などに優しい生態系に配慮した川づくりに努めます。
	住民意見を踏まえて修正

	P35
	P69
	注釈
	・寝屋川流域水環境改善計画の注釈を修正
	目標年次を平成33年度とした10年間の実行計画。平成24年度中に策定を予定。
	目標年次を平成33年度とした10年間の実行計画。平成24年5月に策定平成24年度中に策定を予定。
	寝屋川流域水環境改善計画の策定に伴う修正

	
	P70
	図表
	図2.21
・図タイトル（案）を削除
	寝屋川流域水環境改善計画（案）の概要
	寝屋川流域水環境改善計画（案）の概要
	寝屋川流域水環境改善計画の策定に伴う修正

	P37
	P72
	図表
	表2.12
・注釈の追加
	
	＊1　導水の運用にあたっては、親水空間等における水辺活動に配慮するものとする。
	住民意見を踏まえた修正

	P40
	P73
	本文
	１．河川管理施設の維持管理
・老朽化護岸対策の追記
	
	　また、老朽化護岸などの対策は、施設点検の結果による老朽化等の度合に加え、「今後の治水対策の進め方」に基づく各河川の地先の危険度評価を考慮し、優先的に実施する区間を決定し、計画的に補修・更新を行います。
	住民意見を踏まえた修正

	P43
	P78
	本文
	第２節．河川情報の提供に関する事項
・本文の時点修正
	具体的には、これまでの洪水ハザードマップによる情報提供に加え、様々な降雨による地先（家屋など）の危険度及び被害の発生状況などをわかりやすく周知する「洪水リスク表示図」を作成・公表します。
	具体的には、これまでの洪水ハザードマップによる情報提供に加え、平成25年3月に作成・公表した様々な降雨による地先（家屋など）の危険度及び被害の発生状況などをわかりやすく周知する「洪水リスク表示図」の周知・情報共有に努めます。を作成・公表します。
	洪水リスク図の開示に伴う修正

	P43
	P78
	本文
	第２節．河川情報の提供に関する事項
・説明文見直し
	
	　また、親水空間の計画・設計において、急激な増水に対する「逃げやすさ」についても配慮するとともに、注意喚起看板の設置や利用者への注意喚起に努めるとともに、環境学習の場を通じ、河川が持つ自然の豊かさや、その反面、危険性も内在していることを子供の頃から身に着けられるよう関係機関とともに取り組んでいきます。
	住民意見を踏まえた修正


